
校長 平田 賢司

野鳥の繁殖期を迎えた霧島連山は，ヤマガラやシジュウカ
ラなどの留鳥に，キビタキやオオルリなどの夏鳥も加わり，
１年で最も賑やかになります。晴れた日は早朝から給餌に大

忙し，何度も巣への出入りを繰り返します。町中に営巣するツバメの１日の給餌の回数は，
多い日で３００回を超えるといいます。
ところで，トンチで有名な一休さんは「一休宗純」という実在した僧侶です。仏教で禁

じられていた飲酒や肉食を好み，その戒律や形式に囚われない人間臭い生き方は，多くの
民衆の共感を呼んだといわれます。そんな彼が，弟子たちに３つの巻物を遺言として残し
ました。寺が存続の危機に陥ったとき，弟子たちはおそるおそる巻物を開きました。する
と…，１巻目には「大丈夫」，２巻目には「心配するな」，３巻目には「何とかなる」と書いて
ありました。この３つの言葉で危機を乗り切ることができたか定かではありませんが，諸
国を放浪し，世間から慕われ，猿や鳥までなついたといわれる一休和尚らしい遺言です。
つらいとき，悲しいとき，苦しいとき，「大丈夫」はほっとする言葉。「心配するな」は安心

する言葉。そして，「何とかなる」は期待がもてる言葉。過去は及ばず未来は知れず。過
去を変えることはできません。未来は誰にも分かりません。残るのは今(現在)だけ。一所
懸命ということでしょうか。後先を考えることなく，今このときを精一杯に生きるという
ことでしょうか。卒業や転出により在籍児童が４名になった本年度，寂しさは感じますが，
昨年度と変わらず，数日後に迫った合同運動会の練習に励んでいます。この１年間，４名
の笑顔が絶えぬよう，「大丈夫・心配するな・何とかなる」の気持ちで見守り支援します。

霧島市立福山小学校 学校だより 令和６年５月発行

ある子育て講演会でのお話です。アメリカの子育てで象徴的なのは「ほめ言葉」の豊か
さだそうです。例えば，野球の試合で三振した子どもには「Good eyes」，エラーした子
どもには「Good challenge」という具合。また，ほめる視点も「上手に絵を描けたね」で
はなく「このライオンの耳が上手ね」という具合で，子どもの頑張ったことのプロセス
（過程）を具体的にほめる。とは言っても，「ほめる」ことはなかなか難しい。その結果，
大人（親） の身勝手なほめ言葉（上っ調子なほめ言葉，小言の後始末としてのほめ言葉，
子どもの関心を引くためのほめ言葉等々）がそれほど多いことか…。
以前，担任した男児の日記。「ぼくは家にいるとき，お母さんの『○○ちゃん，いい子

だから…』という声が聞こえたら，急いで逃げるようにしています。だって，いい子だか
らのあとは，いつも買い物や手伝いだからです。」 妙に納得です！！

ちょっと独り言

キビタキ



歴史と文化の地 黒酢の里

自然豊かな「福山小学校」で
学びませんか？
少人数の

特色を生かした

【問合せ】
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４月15日（月）に霧島警察署の警察官と交通安全教室指導員の協力をいただき，交通安
全教室を行いました。当日はあいにくの雨でしたが，講話やDVD鑑賞，模擬道路を使った
実技を通して，交通ルールを守ることの大切さを学ぶことができました。
また，５月11日（土）には，風水害を想定した引き渡し訓練を行いました。DVD視聴や

担当からの話・クイズ等を通して，日頃から家族と話し合っておくこと等の大切さを学び，
学校待機後，保護者への引き渡しまでの流れを確認できました。

【交通安全教室の様子】 【引き渡し訓練の様子】

３日(月） 校内読書月間(～30日）
４日(火) 命の教育の日
６日(木) 親子歯みがき教室
10日(月) 研修会のため４時間授業
11日(火) 租税教室（６年生）
12日(水) 教育相談週間（～14日）

生活リズムチェック（～18日）
校区青少年健全育成連絡協議会

14日(金） プール開き
７校PTA

18日(水) しろやま号来校
26日(水) たぎり高齢者大学との交流
28日(金) 家庭教育学級・授業参観

学級PTA

５月９日（木），今年度も日伸建設さんが，校庭や校舎裏，体育館周辺などの草刈りを行って
くださいました。また，11日（土）には，保護者や卒業生，地域の方が運動会に向けた準
備や普段行き届かない場所の清掃等をしてくださいました。学校が見違えるほどきれいに
なりました。ありがとうございました。

【愛校作業の様子】 【地域貢献活動（日伸建設）】

５月18日(土）
はいよいよ運動
会です。きれい
になった校庭で，
練習の成果を思
いっきり発揮で
きそうです。


